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る、 様々 な 風説 を 伝え聞いて いたから であった。 

扨、 真 積 博士に 会った 劈頭から、 法 水に 失 楽園の 秘 

密 つぼい 空気が 触れて 来た。 真 積 氏 は、 まず 自分より 

適任であろう といって、 失 楽園 専任の 助手 杏 丸 医学士 

を 電話で 招き、 そうした 後に、 こんな 意外な 言葉 を 口 

にした ので ある。 

「僕が 坐魚礁 (失 楽園の 所在地) に、 一 度 も 足 を 踏み 

込んだ 事がない といったら、 君 はさ だめし 不審に 思う 

だろう。 けれども、 それが 微塵 も 偽りの ない 実相な の 

で、 事実 河 竹に 杏 丸と いう 二人の 助手 以外に は、 この 

私で さえ も 入る こと を 許されて いなかつ たの だ。 つま 



法 水の 眼 は 忽ち 冒頭の 一 章に 吸い付けられて 行った。 

—— XX 六 年 九月 四日、 余 は 岩礁の 間より、 左 眼 失 

明せ る 二十 六、 七 歳の 美 わしき 漂流 婦人 を 救えり。 所 

持 品に より、 本籍 並びに 番匠幹 枝と いう 姓名 だけ は 知 

りたれ ども、 同人 は 精神 激動の ため か、 殆んど 言語 を 

洩らさず、 凡てが 憂欝 狂の 徴候 を 示せり。 され ど、 時 

偶発す る 言葉に ょリ、 同人が 小 机 在の 僧侶の 妻に して、 

夫の 嫉妬の ために 左 眼 を 傷つ けられ、 それが 引いて は、 

入水の 因 をな せし こと 明らかと なれり。 そのうち、 余 

の 心 は 次第に 幹 枝に 惹 かれ 行き、 やがて 狂女と 同棲 生 



活に 入りし こそ 浅まし けれ。 

—— され ど、 余に は 一 つの 計画 あり、 まず、 その 階 

梯を 踏まん がた め、 眼科 出の 杏 丸に 命じて、 幹 枝の 左 

眼に 義眼 手術 を 施せり。 しかして、 その 手術 中 彼 を 強 

要して、 生ける 螺旋 菌 (黴毒 菌) を 眼窩 後 壁より 頭蓋 

腔 中に 注入せ しめたる なり。 実に、 大脳 を 蝕んで、 初 

期に 螺旋 菌が 作り出す もの は、 現実 を 超えた る 架空の 

世界なら ず や。 即ち 余 は、 幹 枝に 痲痺 狂 を 発せし めて、 

それ 特有の 擬神 妄想 を 聴かん と 企てた る ものな りき。 

果して、 幹 枝の 高き 教養と 脱俗の 境地に 過せ し 素質 は 

忽ちに 自身 を 天人に 擬 して、 兜羅 綿の 樹 下衆 車 苑に遊 



悲哀の 表現に 充ち、 華鬟 萎み 羽衣 稳れ II とかいう、 

天人 衰焉の 様を唱 うように なれり。 かくな りて は、 一 

路植 物性の 存在に 退化す るの みに して、 治療の 途はぁ 

れ ども、 余に は 既に 幹 枝の 必要な きこと なれば、 余す 

手段 は 安死術の みなりと いうべし。 

—— され ど、 自然 は 余の 触手 を またず、 幹 枝に 大腹 

水 症 を 発せし めたり。 六尺 余りに 肥大せ る 腹 を 抱えて、 

全身 は枯 痩し、 宛然 草紙に ある 餓鬼の 姿より なき 幹 枝 

を 見れば、 ありし日の 俤 何処 ぞ やと 嘆ず るの ほかな く、 

転変の 鉄鎖の 冷た さは、 夢幻 まさ に 泡 影の 如しと いう 

べし。 



「所が、 法規 上 屍体 保存の 許可と 取引 代価 を、 遺族の 

者に 交渉す る ことになります と、 偶然 三人の 代表が 島 

へ 渡って 来ました。 それが、 一昨々 日、 つまり 十一 日 

の 事だった のです」 

「すると、 まだ 滞在して いるので すね」 

「そうです。 ですから、 この 事件 は 簡単に 

3-2= 1 とはいえない のです よ。 勿論 交渉 も 易々 と は 

運びませんでした。 大体が、 屍体の 閲覧 を 拒絶した、 

院長の 措置から 発した のでし ようが、 黒松の 弟 も 東海 

林の 父親 も、 代価に 不服 をい い 出し ましたし、 殊に、 

幹 枝の 姉で 鹿 子と いって、 前身が U 図書館員 だとい う 



の 上に は 「Mor-rand 足」 と 書かれて あった。 

「モル ランド 足と いうの は、 たしか 八本 指の、 いわ ゆ 

る過贅 畸形だった ね。 だが、 これ は 暗号な のかな」 

法 水が 小首 を 傾けながら 訊ねる と、 真 積 博士 は 頷い 

たが、 その 下から、 

「だが コスタ ー 初版 聖書と は？」 と 反問した。 

「あったら 大変 だよ。 それ こそ 歴史的な 発見な のさ」 

法 水 は 頭から 信じない ように、 

「世界 最初の 活字 聖書 は、 一 四 五 二 年 版の グ— テンべ 

ルク本 だが、 それと 同じ年に 和 蘭ハ— レムの 人コス 

タ— も、 印刷 器械 を 発明して、 聖書の 活字本 を 作った 
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疑問 はいよ いよ 深くなる 一方じゃありません か。 破れ 

た膜囊 がない のです から、 第一 浮動した 説明が、 付か 

ないで しょう。 それに、 鹿 子が 見た 光と いうの が、 ま 

た 問題です。 それが、 ガラス 窓越しに 中庭の 向う から 

放 たれた の だとす ると、 見た 通 リガ ラス 盤の 後方 は、 

二人の 死蠟が 着て いる、 朱 丹と 緑青 色の 布と で 塞がつ 

ている のです から、 あの 様に 真白に 見える、 気遣い は 

ない のです。 いよいよ 以 つて、 妖しい 光 は、 ガラス 盤 

の 周囲で 起った ことになります よ。 犯人 は、 明白に 

吾々 四 人 以外の、 霧の ような 人物です。 それな のに、 

どうして 眚 (方 は？ I 



「何より 直覚です よ。 貴方 は 何故 鹿 子 を 追求 しないの 

です？」 

「ハ ハハ ハハ、 ところが、 鹿 子より 以上の 嫌疑者が い 

ます ぜ」 

「なに、 鹿 子 以上の？」 

杏 丸 は 驚いて 叫んだ。 

「それが 杏 丸さん、 貴方 だとしたら どうし ますね」 

法 水 は 止め を 刺す ように いった。 

「先刻、 貴方の 実験室の 棚の 中から、 こんな もの を 発 

見した のです。 このく の 字な りの 木片 は、 御覧の 通り 

飛 去来 器 (いわゆる 『飛んで 来い』 という 玩具) です。 



「然し、 もう 一歩 進んで、 飛 去来 器 特有の 弧線 飛行 を 

I 殊に 復路の 大きな 弧線 I を 考える と、 杏 丸 氏の 室 を 

基点と する 容易い 解釈が、 実に 誤った、 皮相な 観察に 

過ぎない 事が 判る のです」 

それから、 見取 図に 弧線 を 描いて、 法 水 は 説明 を 続 

けた。 

「御覧の 通り、 杏 丸 氏の 実験室から では、 位置が 一 寸 

斜ぃ になって いるので、 弧線の ために、 隣室に 打衝っ 

てし まう のです。 また、 煙硝が 直接 火 を 呼ばない ため 

に は、 導火線の 長さ も 考えなければ なりません。 そう 

すると、 飛 去来 器 使用の 犯行が、 すっかり 行き詰まつ 



「では、 その 河 竹 を 殺した 者 は？」 

「所が、 河 竹 は 自殺した のです」 

法 水 は 笑った。 ああ、 凡ゆる 情況が 転倒され てし 

まった の だ。 

「河 竹の 捻れた 性根 は、 自分の 悲運 を 何人 かに も 負担 

させよう として、 実に 驚くべき 技巧 を 案出し ました。 

あの 短剣 は、 横手に ある 実験 用 瓦斯の ロ栓 から、 発射 

された のでした。 まず 河 竹 は 短剣の 柄 を栓の 口に 嵌め 

込んで から、 そこと 元 捻 迄の 錯 管に 小さな 孔を 開けて、 

其の 部分の 空気 を 排気※ 〔# 「口 + 即」、 u + 5527、 221- 上 

筒で 抜いて しまった のです。 そして 元 检には 蝶 形 
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